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定の結果(検定方法:独立 t検定，対応のない t検定)， 






























































102 教師のためのデータ分析方法 E 
場ではフリーソフトで問題ないであろう。田中敏らの

















































Left Behind ACTの解説の中にも， evidence白based





一つは， S.エンゲjレマンらの Directinstruction (DI)， 
二つめは， School Psychologistたちが中心になって実






































Subject Experimental Design (単一被験者実験計画)
のような手法を用いて， 目標設定から目標達成までのプ
ロセスを管理することである。特に，読みと計算の学習
































研究自的 法則定立 一員交化 効果改善
仮説 研究仮説 指導効果仮説
標本数 多い 少ない



















































1標本 関連・対応 独立標本 関連標本 独立標本 連関
標本
名 二項検定 マクネマー フィシャー コクラン検 2 クラメール係数
検定 の直接詩碑 疋r-'ー χ検定 ファイ係数
義 2 計算 (2x (r X k) カッパ一致係数
χ 検定 2分割表) (2者間，複数)
尺 (適合度) 2 尤度比検定
χ 検定
度 (r X 2) 
コロモコロフ 符号検定 中央値検定 フリード、マ 拡張中央値 )11真位相関係数
)1慎 -スミノレノフ ン検定 検定 (ρ ， r) 
検定 ウィノレコク マン・ホウィ ケンドールの一致
序 ソン符号;1演 トニー検定 クエード検 クラスカノレ 係数
ラン検定 位検定 。|演位素材会 ，疋-'-. -ワリス検定
尺 定) ガンマ係数
テーキュー ページ検定 ヨンクヒー ソマーズの d係数
度 検定 コロモゴロ ル検定 トップ・ダウンー
フ・スミノレノ 多重比較 致度
ブ検定 多重比較
間 Z検定 並べ換え検 並べ換え検 分散分析 分散分析 ピアソンの積率相
稿 疋，司..， 疋rムー， 関係数
尺 t検定 t検定 t検定
度 回帰検定
注:文献6の図表を石川が修正したものである。
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六つの区分は. 1.健康の保持 2.心理的な安定， 3.人
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WISC-mでは. A児 VIQ:l13. PIQ:94. FIQ:l04で，群
指数は VC1l2P093 FD103 PS108 (9歳 6ヶ月)。
B児 VIQ:74. PIQ:54. FIQ:60で，群指数は VC80P056 
FD59 PS50 (9歳6ヶ月)。
2. 実施期間
・ 平成23年 4 月 ~25年 3 月までの24 ヶ月 (A児) 及び平
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それぞれのゲームの所要時間は A児が 1国平均 4分
15秒， B児が 1国平均 l分23秒であった(図 l及び図2
参照)。
。
1~50 回目 51~100 回忌 lOl~ 

















A児の場合は. 1 ~50回目から 51~ 100回目へははっ
きりと減少しているが 51 ~ 100回自から1011ヨ以上の問
は，減少がほとんどないようである。
それと比較して， B児は， 1 ~50回自から51~ 100回
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1) 11. 13. 25. 27の位霊は，残ることが多い。
これらは，中央の位遣にある 4カ所である。
2)次いで1. 3. 35. 37の位置は残ることが多い。
児童から見て奥の位置と手元の位誼になる。
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1) 9. 13. 15，の位置は，残ることが多い。
これらは，ほほ奥の南端の位置にある。
2)次いで 3. 8. 23. 25. 27. 35. の位置は残ること
が多い。これらも，ほほ端の方の位置にある O
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